
科目 単位 時間 履修学年 講師名 

精神看護演習 1  30 2 非常勤講師 

ねらい 
精神に障害のある対象の健康問題に対して、模擬患者の看護計画を作成し、看護の実

際を体験する。 

回数 授業内容 授業方法 

1回目 精神看護学における看護過程の展開 

オレム・アンダーウッドのセルフケア理論について 
講義 

2回目 対象を捉える時の視点についての理解 

症状や状態がもたらす、セルフケア状態の変化の把握の仕方 

6項目のセルフケア要素を用いての理解 

講義 

3回目 事例を用いた看護過程の展開 ～事例紹介と既習の知識の確認～ 

統合失調症の理解とケア 
講義 

4回目 

5回目 

6回目 

7回目 

事例を用いた看護過程の展開 ～情報収集と分析・解釈～ 

基本的条件づけの要素 

普遍的セルフケア要素 

セルフケアレベル 

講義・演習 

8回目 事例を用いた看護過程の展開 ～全体像の把握と看護上の問題の抽出～ 

病態や症状が日常生活に及ぼす影響について考える 講義・演習 

9回目 事例を用いた看護過程の展開 ～看護計画の立案～ 

対象の自己決定を支える関わりについて考える 

講義・演習 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 

10回目 

11回目 

事例を用いた看護過程の展開 ～看護実践と看護計画の評価・修正～ 

看護実践の実際と評価 

演習 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 

12回目 自己理解・対象理解を深めるプロセスレコード① 

プロセスレコードの活用目的と方法 
講義・演習 

13回目 

14回目 

自己理解・対象理解を深めるプロセスレコード② 

プロセスレコードの記述と評価の実際 

講義・演

習・ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ﾜｰｸ 

14.5回目 

(45分) 

患者―看護師関係 
講義 

15回目 

(45分) 

終講試験 
試験 

教科書 
系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護学① 精神看護の基礎，医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護学② 精神看護の展開，医学書院 

評価方法 筆記試験 (1時間【45分】：50点） ・ 看護過程（50点）  

備考 

 

 

 


